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オーストラリア､８月インフレ率は加速も､コアインフレ率は横ばい 

～世界的な AI・半導体需要の旺盛さを反映して、９月の韓国輸出は過去最高額に～ 

 経済調査部 主席エコノミスト  西濵 徹 

（℡：050-5474-7495） 

 

（経済指標の振り返り） 

発表日 指標、イベントなど 結果 コンセンサス 前回 

9/29（火） （オーストラリア）金融政策委員会（政策金利） 4.60％ 4.60％ 4.35％ 

9/30（水） （韓国）8 月鉱工業生産（前年比） 

（オーストラリア）8 月消費者物価（前年比） 

（中国）9月製造業 PMI 

9 月非製造業 PMI 

9 月 RatingDog 製造業 PMI 

▲2.2％ 

＋4.0％ 

50.1 

50.2 

52.1 

＋4.0％ 

＋4.1％ 

50.1 

- - 

51.6 

＋4.0％ 

＋3.5％ 

49.8 

49.0 

51.5 

10/1（木） （韓国）9 月輸出（前年比） 

9 月輸入（前年比） 

（インドネシア）9 月消費者物価（前年比） 

8 月輸出（前年比） 

8 月輸入（前年比） 

＋83.5％ 

＋26.0％ 

＋3.28％ 

＋6.7％ 

＋19.1％ 

＋61.7％ 

＋21.5％ 

＋3.30％ 

＋4.3％ 

＋31.1％ 

＋68.7％ 

＋22.4％ 

＋3.19％ 

＋6.1％ 

＋27.0％ 

10/2（金） （韓国）9 月消費者物価（前年比） ＋2.9％ ＋2.9％ ＋3.1％ 

（注）コンセンサスは Bloomberg及び THOMSON REUTERS 調査。灰色で囲んでいる指標は本レポートで解説を行っています。 

[オーストラリア]～エネルギー価格の上昇でインフレ率は加速するも､コアインフレ率は横ばいで推移～ 

30日に発表された８月の消費者物価は前年同月比＋4.0％となり、前月（同＋3.5％）から加速し、

13ヵ月連続でＲＢＡ（オーストラリア準備銀行）が定める目標レンジ（２～３％）を上回る伸びと

なった。前月比は＋0.42％と前月（同＋1.02％）から上昇ペースは鈍化したものの、上昇が続いて

いる。食料品価格の上昇に一服感が出ている一方、原油価格の高止まりを反映してエネルギー価格

は上昇するなど、生活必需品の物価はまちまちの動きをみせている。オーストラリアでは、トリム

平均値（刈り込み平均値）ベースのインフレ率をコアインフレ率としており、８月は前年同月比＋

3.6％と３ヵ月連続で同じ伸びとなり、11ヵ月連続で目標域を上回った。ただし、前月比は＋0.24％

と前月（同＋0.48％）から上昇ペースが鈍化し、６ヵ月ぶりの低水準となるなど、インフレ圧力が

緩やかに後退している様子がうかがえる。なお、ＲＢＡは月次の物価統計のうち、物価変動の大き

い財と観光を除いたベースを注視してきた。８月は前年同月比＋3.9％と前月（同＋3.8％）からわ

ずかに伸びが加速し、14ヵ月連続で目標域を上回った。とはいえ、前月比は＋0.19％と前月（同＋
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0.79％）から上昇ペースが鈍化している。輸送コストが上昇する一方、金融市場における豪ドル相

場の上昇は輸入インフレ圧力を後退させており、財価格は落ち着いた動きをみせている。サービス

物価も比較的落ち着いた動きとなるなど、インフレ圧力が後退する兆しがうかがえる。 

 

[韓国]～世界的な AI・半導体需要の旺盛さが輸出をけん引､単月ベースの輸出額は過去最高に～ 

30日に発表された８月の鉱工業生産は前年同月比▲2.2％となり、前月（同＋4.0％）から３ヵ月

ぶりの減少に転じた。前月比も▲4.8％と前月（同＋0.5％）から３ヵ月ぶりの減少に転じており、

これまで続いてきた持ち直しの動きに変化の兆しが出ている。分野別では、鉱業や建設業の生産は

拡大している一方、製造業や公益関連の生産は減少しており、分野ごとのばらつきが鮮明になって

いる。製造業では、縫製品や木製品など軽工業関連で生産拡大の動きがみられるものの、主力の輸

出財である半導体など電子部品関連で生産拡大の動きに一服感が出ているほか、電気機械関連の生

産も減少している。さらに、大手自動車メーカーでのストライキの影響で自動車の生産が大きく下

振れするなど、幅広い輸出関連産業で減産の動きが出たことが全体を下押しした。 

１日に発表された９月の輸出額は前年同月比＋83.5％となり、前月（同＋68.7％）から伸びが加

速した。当研究所が試算した季節調整値に基づく前月比も２ヵ月連続で拡大しており、単月ベース

の輸出額は過去最高を更新した。世界的なＡＩ（人工知能）・半導体需要の旺盛さを反映して半導体

の輸出が拡大するとともに、コンピュータをはじめとする電気機械関連の輸出も堅調に推移してい

る。また、原油価格の高止まりを反映して石油製品関連の輸出額も押し上げられている。国・地域

別では、最大の輸出先である中国向けのほか、米国向けも旺盛な推移をみせている。一方、輸入額

は前年同月比＋26.0％となり、前月（同＋22.4％）から伸びが加速した。前月比も３ヵ月ぶりの拡

大に転じており、輸出の堅調さを反映して輸入も持ち直しの動きを強めている。財別では、輸出の

旺盛な動きを反映して素材・部材関連の輸入が堅調に推移しているほか、原油をはじめとする商品

市況の高止まりも輸入額を押し上げている。その結果、貿易収支は＋498.52億ドルと前月（＋347.85

億ドル）から黒字幅が拡大し、単月ベースの黒字幅は過去最高となった。 

２日に発表された９月の消費者物価は前年同月比＋2.9％となり、７ヵ月連続で中銀目標（２％）

を上回ったものの、前月（同＋3.1％）から伸びは鈍化した。ただし、前月比は＋0.32％と前月（同

＋0.23％）から上昇ペースが加速している。異常気象の影響により生鮮品を中心とする食料品価格

が上昇しているほか、原油価格の高止まりを反映してエネルギー価格も上昇するなど、生活必需品

図 1 AU インフレ率の推移    

   
（出所）CEIC より第一ライフ資産運用経済研究所作成   
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を中心にインフレ圧力が強まっていることが影響している。なお、食料品とエネルギーを除いたコ

アインフレ率も前年同月比＋2.8％となり、８ヵ月連続で中銀目標を上回ったものの、前月（同＋

3.4％）から伸びは鈍化した。前月比も▲0.09％と前月（同＋0.18％）から 10ヵ月ぶりの下落に転

じた。エネルギー価格が上昇する一方で輸送コストは落ち着いた推移をみせているほか、金融市場

におけるウォン相場の持ち直しを反映して輸入インフレ圧力も後退している。このため、財価格が

下振れする一方、サービス物価は上昇基調が続くなど、物価の動きにはばらつきがみられる。 

 

 

[インドネシア]～食料品とエネルギーの物価上昇を反映して､インフレ率は再び加速している～ 

１日に発表された９月の消費者物価は前年同月比＋3.28％となり、前月（同＋3.19％）から加速

したものの、引き続き中銀の目標レンジ（2.5±１％）内で推移している。前月比も＋0.30％と前月

（同＋0.21％）から上昇ペースが加速しており、生鮮品をはじめとする食料品価格が上昇している

ほか、原油価格の高止まりを反映してエネルギー価格も上昇するなど、生活必需品を中心にインフ

レ圧力が強まっている。なお、食料品とエネルギーを除いたコアインフレ率は前年同月比＋2.84％

となり、前月（同＋2.92％）から伸びが鈍化した。前月比も＋0.10％と前月（同＋0.21％）から上

昇ペースが鈍化している。輸送コストの上昇圧力に加え、金融市場におけるルピア安を背景とする

輸入インフレ懸念がくすぶるものの、幅広く財価格は落ち着いた推移をみせている。一方、サービ

ス物価は上昇しており、物価の動きにはばらつきがみられる。 

また、同日に発表された８月の輸出額は前年同月比＋6.7％となり、前月（同＋6.1％）からわず

かに伸びが加速した。ただし、当研究所が試算した季節調整値に基づく前月比は２ヵ月連続で減少

図 2 KR 鉱工業生産の推移        図 3 KR 貿易動向の推移 

   
（出所）CEIC より第一ライフ資産運用経済研究所作成  （出所）CEIC より第一ライフ資産運用経済研究所作成 

図 4 KR インフレ率の推移    

   
（出所）CEIC より第一ライフ資産運用経済研究所作成   
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しており、持ち直しの動きに一服感が出ている。財別では、原油価格の上昇を反映して石油製品や

天然ガスの輸出額が押し上げられたほか、製造業関連の輸出額にも底堅い動きがみられるものの、

鉱物資源関連や農産品の輸出額は下振れしている。一方、輸入額は前年同月比＋19.1％となり、前

月（同＋27.0％）から伸びが鈍化した。前月比も２ヵ月連続で減少しており、中期的な基調も減少

傾向に転じるなど、頭打ちの動きを強めている。財別では、原油・天然ガスの輸入額が下振れする

とともに、全般的に輸入が頭打ちしている。その結果、貿易収支は＋35.52 億ドルと前月（＋1.22

億ドル）から黒字幅が拡大した。 

 

以 上 

図 5 ID インフレ率の推移        図 6 ID 貿易動向の推移 

   
（出所）CEIC より第一ライフ資産運用経済研究所作成  （出所）CEIC より第一ライフ資産運用経済研究所作成 


